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Team Tokyo Innovation



スタートアップが起こすイノベーションは、東京の成長を生み出し、様々な社会課題の解決に

もつながることから、皆様は共に東京の未来を実現する重要なパートナーです。

東京都は本気です。

西新宿の都庁を飛び出して、初めてスタートアップの拠点に出島を構えます。

スタートアップの皆様と同じ空気を吸い、様々なご意見を真摯に受け止め、今までの価値観

にとらわれずに、新たな観点・プロセスで政策を議論していきます。

皆様と共に、新しい時代を切り拓き、東京の課題解決と成長につなげる取組を徹底的に進めて

いきます。
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創業３年未満の有望な起業家に対し、短期集中型の育成プロ
グラムとコワーキングスペース等の施設提供や、先輩起業家
等とのネットワーク構築を促進

アクセラレータープログラム

短期集中型育成プログラムと海外派遣により
ロールモデルとなるような女性ベンチャーを
創出

X-HUB TOKYO

青山スタートアップアクセラレーションセンター

APT Women
都内スタートアップに対して海外現地プログ
ラムを提供し都内スタートアップのグローバ
ルな成長をサポート

ビジネスモデル実証支援

新たなビジネス領域の開拓を目指すスタート
アップのビジネスモデルの検証・磨き上げを
サポート

PoC Ground Tokyo

事業創出・マッチング等

ピッチイベントを通じた大企業等民間企業と
のマッチング機会を創出し、製品などの導入
をサポート

・DX社会実装プロジェクト

国内外への事業展開を図る成長段階のスター
トアップが抱える様々な課題に対して対応可
能な総合的な支援拠点NEXs Tokyo

育成型のビジネスプランコンテストにより次
世代を担う意欲的な若手起業家の掘り起こし
を行うとともに、事業化を支援

TOKYO STARTUP 
GATEWAY

人材育成

オープンイノベーションによる大規模プロ
ジェクトを補助金やハンズオンで支援し、新
産業を創出

・未来を拓くイノベーション
TOKYOプロジェクト

資金調達（成長期向け）

東京の都市課題解決及び成長が期待される産
業分野における試作品開発等、一連の研究開
発・事業化に係る費用を助成

・TOKYO
戦略的イノベーション
促進事業

都政課題解決に資する製品・サービスを提供
するスタートアップによるピッチイベント等
を実施し、課題解決とSUの成長を後押し

行政調達・行政連携

スタートアップの有する優良なプロダクトを
都が先行導入するとともに海外販路拡大支援
等を行い、ネクストユニコーン輩出を目指す

UPGRADE 
with TOKYO

King Salmon
Project

都内の社会課題解決に資するスタートアップが成長するためのビジネ
スマッチング、投資やメンタリングなどの会員間連携等を実施

エコシステム
スタートアップ・エコシステム
東京コンソーシアム

東京都はニーズに応じた様々な施策を講じてきました
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様々な分野での成長企業の輩出に繋がっています

(株)TBM

プラスチック・紙代替の新素材「LIMEX」等

Ubie(株)

AI問診サービス

(株)イノフィス

空気圧で稼働するｱｼｽﾄｽｰﾂ｢マッスルスーツ｣

WOTA(株)

小規模分散型水循環システム

APB(株)

次世代リチウムイオン電池｢全樹脂電池」

(株)Stroly

GPS連動イラスト地図のｵﾝﾗｲﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

(株)ユーグレナ

高いCO2吸収力を持つﾕｰｸﾞﾚﾅの単一屋外大量培養

(株)ブイキューブ

Web会議システムV-cubeの開発販売

バルミューダ(株)

デザイン性家電の製造・販売

(株)SkyDrive

電動垂直離着陸型航空機「空飛ぶクルマ」の開発

(株)アストロスケール

ｽﾍﾟｰｽﾃﾞﾌﾞﾘ(宇宙ごみ)除去サービスの開発

エクセルギー・パワー・システムズ(株)

分散型パワーサービスの提供
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一方、施策が十分知られていないなどの課題があります

[その他、調査から抽出された課題]
・情報がバラバラに発信されているため、収集が負担
・官公庁や自治体はスタートアップにとって敷居が高く、話をしにくい雰囲気がある

・スタートアップのコミュニティに積極的に関わることで、都の取組にも関心を持って
もらえる など

 都の関連施策の認知度

相談窓口

ｱｸｾﾗﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

場所提供

資金調達

エコシステム

行政調達

機器共有

人材育成

2021年11～12月 スタートアップやアクセラレーターへのアンケート・ヒアリング調査を実施

スタートアップ関連施策は多数存在するものの、認知度の低い施策がある
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スタートアップとの協働を徹底的に強化します！

本日
(2022.8.26)

協働の取組
を強化！

時間

スタートアップ協働戦略 ver.1.0
～スタートアップと東京都で「未来の東京」を共創する～

2022年2月
スタートアップ協働戦略プロジェクトチーム

2022.2. スタートアップ協働戦略 ver.1.0 を策定

都のスタートアップ施策の展開方針
「Tokyo with STARTUP」発表

スタートアップ等約300社からアンケート・ヒアリング実施
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●「いつでも会える都庁」に
「西新宿に来てもらう」 から 「私たちから会いに行く」 へ

● ワンチームで活動
「庁内各部署がバラバラに活動」 から 「”Team Tokyo Innovation”で活動」へ

● ともに考え、ともに創り、ともに分かち合う
「行政が考える」 から 「スタートアップと一緒に考える」へ

● スタートアップイベント開催
来年2月、１万人規模でグローバルに開催予定（City-Techイベント）



➢ オール東京都で”Team Tokyo Innovation”結成

➢ CIC Tokyo に「出島」を設置し、常駐

➢ 大学発スタートアップへの支援、企業、経済団体との

連携を強化

➢ City-Techイベントを開催

・2023年2月27日(月),28日(火)・東京国際フォーラム

・国内外のスタートアップ・企業・投資家・メディア等が参加

・世界市場への展開や、世界の多様なプレイヤーと連携
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➢ 実証フィールドを提供し、公共調達を拡大

➢ 世界に打ち勝つための規制改革を促進

➢ イノベーションを起こす”場づくり”

➢ 子供や若者に向けてアントレプレナーシップを浸透

➢ 大学の垣根を越えた交流を創出

世界を舞台にスタートアップと協働する

コミュニケーションを深める 成長を支える環境を整える

アントレプレナーシップを育てる



コミュニケーションを深める
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スタートアップや関係者からの意見

●都と協働する上で、誰に相談すればいいかわからない。

●施策情報がバラバラに発信されているため、情報収集が負担

●官公庁や自治体は敷居が高く、話をしにくい雰囲気がある。

●スタートアップのスピード感を強く意識してほしい。

●大学との連携強化、開かれたコミュニティの形成が必要。
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誰に相談すればいいかわからない

都の情報が入手しにくい

入札など契約手続きが煩雑

行政の仕事のスピードが遅い（意思

決定など）

行政の慣習・仕事の仕方がわからない

頻繁な人事異動により担当者との関

係性の構築が困難

その他

特に制約はない

令和3年度 東京都デジタルサービス局 委託調査
スタートアップ協働戦略策定に向けた調査(アンケート調査)報告書（令和3年12月）

協働する上での制約(n=311)

スタートアップに関係する各部署から成る庁内横断のチーム

“Team Tokyo Innovation” を編成。

オール東京都でスタートアップと向き合っていきます。

様々なスタートアップの支援やアイデアの活用、起業の裾野の拡大等、

庁内の力を結集し、”ワンチーム”で徹底的に取り組みます。

[構成] 全体統括リーダー：宮坂副知事

メンバー：政策企画局、総務局、財務局、デジタルサービス局、

産業労働局、港湾局 → 今後、随時増員

オール東京都で ”Team Tokyo Innovation” を結成します
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2022年8月26日（金）以降、虎ノ門ヒルズビジネスタワーの

CIC Tokyo内に”Team Tokyo Innovation” が「出島」を設置・常駐し、

日常的な交流を通じてスタートアップの皆様との関係を深めていきます。

また、皆様の様々な悩みにワンストップで対応します。

[主な活動内容]

● ステージやニーズに応じた支援策等の紹介

● 新しい製品・サービスの都政現場への導入に向けた橋渡し

● スタートアップが直面する課題の聞き取りと都の施策への反映

● スタートアップとの協働イベントの開催や参加 など

CIC Tokyo に「出島」を設置し、常駐します

CIC Tokyoでのイベントに参加し、スタートアップとの協働につなげる

大学のスタートアップ支援策との連携を推進するため、大学とのワンストップ窓口を作り、ニーズに応じた支援

につなげていきます。

SNSによるコミュニティプラットフォームを立ち上げ済み。各大学の課題や悩みに迅速に対応します。あわせて、

スタートアップ・エコシステム 東京コンソーシアム等の場を積極的に活用していきます。

また、大学発スタートアップへの資金面を含む効果的な支援策を検討していきます。

企業や経済団体との対話を深め、スタートアップの創出や成長を生み出す効果的な支援につなげていきます。

大学、企業、経済団体との連携を強化します



成長を支える環境を整える

10

●効果的と思う施策は規制緩和･助成金･公共調達

●実用化･普及のため､都の製品導入は非常に効果的

●規制緩和により海外都市は企業を呼び込んでいる

●スタートアップの悩みは他のスタートアップが解決策を持つ
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規制緩和

助成金

調達資格を見直しスタートアップへの発注を増やす

実証実験支援

ファンドの組成

独創的な基礎研究のスタートアップ支援を重点化

大企業とのマッチングを支援

海外展開支援

スタートアップ相談窓口を一本化

インキュベーション拠点の運営

インキュベーション拠点の支援

アクセラレーションプログラム

スタートアップ向けコミュニティ拠点の設置

ピッチイベント

専門家を派遣し経営指導

その他

あてはまるものはない

効果的と思う施策

利用したことがある施策

今後利用したい施策

令和3年度 東京都デジタルサービス局 委託調査
スタートアップ協働戦略策定に向けた調査(アンケート調査)報告書（令和3年12月）

効果的と思う施策、利用したことがある施策、今後利用したい施策(n=311)

実証フィールドの提供や、公共調達の拡大を推進します

都政現場を実証フィールドとして提供し、新たな技術・サービスの信頼性を向上する取組の拡充を図ります。

優れた製品を優先的に調達する仕組みを全庁に浸透させるなど、”ファーストカスタマー”としての公共調達の

拡大を推進します。

ニーズを的確に把握し、世界に打ち勝つ規制改革の実現に向けて取り組みます

日常的な交流を通じて、スタートアップの直面している規制を的確に把握するとともに、東京進出を志す外国人

の円滑な起業や働きやすい環境の整備を含め、幅広い分野の規制改革の実現に向けて取り組みます。

イノベーションを起こすための ”場づくり”に 取り組みます

フランスの「Station F」なども参考に、スタートアップ同士が交流し、VC、アクセラレーター、大学等にも

気軽にアクセスできる ”場づくり” に取り組みます。

スタートアップや関係者からの意見



世界を舞台にスタートアップと協働する

●日本を代表する都市・東京は、もっと世界を意識した取組を行うべき。

●スタートアップが国内だけでなく海外の投資家などからも注目され、

更なる資金や人材が集まるようになることが必要。

●2022年のゲノム社エコシステムランキングで、東京は世界で12位。

更なる上昇に向けて海外への効果的な情報発信が必要。

2022
（参考）過去ランキング

2021年 2020年 2019年

１位 シリコンバレー １位 １位 １位

２位タイ ニューヨーク ２位(タイ) ２位(タイ) ２位

２位タイ ロンドン ２位(タイ) ２位(タイ) ３位（タイ)

４位 ボストン ５位 ５位 ５位

５位 北京 ４位 ４位 ３位(タイ)

６位 ロサンゼルス ６位 ６位(タイ) ６位(タイ)

７位 テルアビブ ７位 ６位(タイ) ６位(タイ)

８位 上海 ８位 ８位 ８位

９位 シアトル １０位 ９位 １２位

１０位 ソウル １６位 ２０位 ―

１１位 ワシントンDC １１位 １１位 １９位

１２位 東京 ９位 １５位 ―

１３位 サンディエゴ ２１位 ２１位 ２０位

１４位 アムステルダム １３位 １２位 １５位

１５位 パリ １２位 １３位 ９位

Global Startup Ecosystem Ranking

「GLOBAL STARTUP ECOSYSTEM RANKING (2017-2022)」(Startup Genome)より作成
https://startupgenome.com/report/gser2022

日程：2023年2月27日（月）・28日（火）
場所：東京国際フォーラム（ハイブリッド開催）

●国内外のスタートアップと大企業等とのオープンイノベーションを促進します。

●東京のスタートアップの海外進出や海外のVCの国内誘致を図ります。

●学生や若者が楽しんで積極的に参加できるイベントにしていきます。

プログラム(予定)・国内外のスタートアップが参加するコンテスト

・テーマ別の展示ブースでのデモンストレーション 等

9月に詳細プログラムを発表し、ブース出展・ピッチ参加スタートアップ等の募集を開始します。

イメージ（Viva Technology・フランス）

スタートアップや関係者からの意見

国内外の企業･投資家･メディア等が集うCity-Techイベントを開催します
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アントレプレナーシップを育て起業の裾野を広げる
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●海外では、周囲の学生が当たり前のように起業しており、それが起業の

きっかけになるが、日本の大学ではそのような環境は少ない。

●アントレプレナーシップはビジネスだけでなく社会変革のために必要。

●大学で企業等外部とのマッチングを行うワンストップ機能を提供したい。

●大学を巻き込み、自発的にビジネスが発展するようなモデルを作るとよい。

大学やスタートアップ関係者の意見
大学との定例懇談会

➢2022年7月25日には第9回大学との定例懇談会を開催
「大学発スタートアップの推進」を議題に、26大学と意見交換

社会の将来を担う子供や若者にアントレプレナーシップの浸透を図ります

失敗を恐れず、果敢に挑戦するアントレプレナーシップ（起業家精神）が育つよう、社会の将来を担う子供や

若者に向けて、起業が身近な選択肢と感じることができる機会の創出に取り組みます。

スタートアップ・エコシステム 東京コンソーシアムや、SNSによるオンラインのコミュニティプラットフォーム

等の場も活用し、アントレプレナーシップを育む実効性の高い施策について議論し、多様な取組を推進します。

起業に興味のある都内大学の学生が集まり、起業家と出会い、共に学び、相互に刺激を受けあう場づくりを

進めていきます。

大学の垣根を越えた交流を生み出し、学生の起業を後押ししていきます



Team Tokyo Innovation は、

今後「出島」等で皆様からご意見をいただき、

本日提示した方向性に沿って議論を進めます。

そして、スタートアップ協働戦略を

今年11月を目途にバージョンアップします！

（予定している内容）

●公共調達の拡大 ●イノベーションを起こす”場づくり”

●規制緩和の促進 ●大学との連携を強化する取組 など
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皆様からのご意見お待ちしております。
お気軽にCIC Tokyoにいるメンバー／コチラへ⇒


